
令和４年７月２６日 会頭記者会見 発言要旨 

 

■「創立１４０周年記念事業」について 

本所は今年、創立１４０周年を迎えることから、記念事業を実施いたします。 

堀場副会頭を委員長とした創立１４０周年記念事業特別委員会で検討を重ね、このた

び「記念式典」と「創立１４０周年アニバーサリー交流会」の概要がまとまりましたの

で、説明いたします。 

開催日は、令和４年９月２８日水曜日、会場は、国立京都国際会館です。「これからの

１０年」をテーマに、会員企業の皆様への感謝とこれからの１０年のビジネスのヒント

を得ていただく内容としています。 

アニバーサリー交流会では、パネル展示や体験ブースにおいて、本所が支援する事業

所の成長事例や、知恵ビジネス支援の成果をご紹介するほか、ＶＲ体験やメタバースの

紹介など、これからのビジネスを見据えた情報も交え、京都商工会議所が取り組む様々

な事業を紹介するブースを設けます。 

また飲食コーナーには、本所の支援を受けられた事業所にご出店いただき、キッチン

カーでの出店も予定しています。また若手京料理人による特別メニューも時間指定、数

量限定で販売いたします。今後のコロナウイルスの感染状況にもよりますが、ご来場の

皆様がおいしく楽しい時間を共有し、食を通じて交流いただければと考えております。 

ステージイベントは２部構成で、第１部では、「京都・知恵アントレ大賞」の受賞企業

より、独創的なビジネスをプレゼンテーションいただきますほか、若手経営者、女性経

営者等によるこれからの京都について考えるトークセッションなどを通じ、主に「学

ぶ」内容といたします。会員企業のＰＲの時間も設けて、来場者参加型の企画も用意し

ています。また、第２部は、主に楽しみながら交流いただく内容としております。 

長引くコロナ禍を耐えてきた企業も多くおられる中、本事業がアフターコロナを見据

えこれからの１０年に向けて勇気が出るよう、また、商工会議所の活用を通じて新しい

事業展開や成長のきっかけづくりになればと考えています。本所の会員企業はもとよ

り、会議所事業に関心のある方、学生さんなど一般の方にもご参加いただけます。業種

や世代を超えて、様々な企業と活発に交流していただきたいと思います。 

記者の皆様には本事業の周知のご協力、また、当日の取材につきましてもよろしくお

願いします。 

 

 

 



■「京都・知恵アントレ大賞」の選考結果について 

続きまして、本所創立１４０周年にあわせて初めて実施いたしました「京都・知恵ア

ントレ大賞２０２２」の選考結果についてご報告いたします。 

「京都・知恵アントレ大賞」は、５０年後、１００年後を見据え、京都経済の未来を

担うような若手起業家やスタートアップ企業を表彰するものです。京都発のベンチャー

からグローバルへと成長した企業や地元密着企業など１２のサポーター企業が社会実装

に向けて応援するとともに、総額６００万円の活動助成金により、まさに、京都経済界

をあげて支援して参ります。 

５月末に締め切りましたところ、新たな発想や技術で未来を切り拓き、世界へ羽ばた

くようなアントレプレナーたちから、実に８０件を超えるご応募を頂きましたこと、大

変嬉しく思います。 

厳正なる審査の結果、大賞は、ゲノム編集技術を用いた水産物の品種改良により、世

界の食料不足問題の解決に取り組む、リージョナルフィッシュ株式会社 梅川 忠典さ

んに決定し、副賞として３００万円の活動助成金を贈呈することとしました。 

同社は、自然界においても発生する遺伝子の変異を意図的にコントロールするゲノム

編集技術を用いることで、安全で成長が早い魚など生産性が高い水産物の品種改良に取

り組んでおられます。 

この新しい技術の安全性を積極的にＰＲし、同社の水産物が市場に浸透することで、

世界の食糧問題が解決されるとともに、京都府内、そして日本の水産業が活性化するこ

とに大いに期待しております。 

また、準グランプリとなる京都・知恵アントレ賞につきましては、「ｉＰＳ細胞を応用

した心不全の再生医療」に取り組むアイハートジャパン株式会社 角田 健治さん、「生

物判定ＡＩと生物分布ビッグデータを用いた生物多様性市場の創出」に取り組む株式会

社バイオーム 藤木 庄五郎さん、「働く女性のカラダとココロを支える『フローラ・フ

ォー・ビズ』」に取り組むフローラ株式会社 クレシェンコ・アンナさんの３件に決定し

ました。この３社には、副賞として、活動助成金１００万円を贈呈します。 

表彰式は、「京都商工会議所 創立１４０周年記念式典」の中で行うとともに、さきほ

どご説明いたしましたとおり「創立１４０周年アニバーサリー交流会」においても、受

賞者のブース出展やプレゼンテーションイベントを実施いたしますので、ぜひご取材く

ださい。 

本所では、引き続き、サポーター企業や産業支援機関と連携し、受賞者の製品やサー

ビスの社会実装を支援してまいります。 


